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(!) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

平
成
六
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
暑
く
、
雨
の

少
な
い
カ
ラ
カ
ラ
天
気
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
猛
暑
の
さ
な
か
、
石
巻
市
指
定
文
化
財

で
あ
る
吉
祥
寺
と
龍
泉
院
の
イ
チ
ョ
ウ
に
、
枝

が
抜
け
落
ち
た
り
、
樹
皮
が
剥
が
れ
る
等
の
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
の
治
療
及
び
保
存
対

策
を
進
め
る
た
め
、
仙
台
市
在
住
の
樹
医
（
樹

木
の
医
者
）

三
嶋
久
志
氏
に
診
断
を
依
頼
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載

し
た
樹
木
診
断
カ
ル
テ
に
あ
る
と
お
り
で
す
。

イ
チ
ョ
ウ
の
治
療
事
業
は
、
三
嶋
氏
の
カ
ル

テ
を
も
と
に
し
て
、
平
成
六
年

―
0
月
か
ら
一

一
月
に
か
け
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

幸
い
、
三
嶋
氏
の
指
導
•
助
言
を
得
な
が
ら
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

一
―
月
下
旬
に
無

事
治
療
事
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
各
イ
チ

ョ
ウ
の
治
療
に
至
る
経
過

を
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

一
、
吉
祥
寺
の
イ
チ

ョ
ウ

市
内
高
木
字
寺
前
の
吉
祥
寺
の
山
門
前
に
、

二
本
の
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
が
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
八
月
八
日
の
早
朝
、
山
門
に
向
か

っ
て
右
側
の
イ
チ

ョ
ウ
の
枝
（
直
径
約
九
〇
岱

長
さ
約
一
五
屈
）
が
、
付
け
根
部
分
か
ら
抜
け

落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
落
ち
た
枝
は
道
路
を

ふ
さ
い
で
い
た
た
め
、
吉
祥
寺
の
檀
家
の
か
た

が
た
に
お
願
い
し
て
、
除
去
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

八
月
十
四
日
に
、
樹
医
の
三
嶋
久
志
氏
に
診

断
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
所
見
を
得
ま

し
た
。①

木
の
太
さ
に
対
し
て
葉
の
数
が
少
な
く
、

葉
の
大
き
さ
も
通
常
の
五
分
の
三
程
度

で
、
木
の
状
態
は
良
く
な
い
。

②
駐
車
場
に
し
て
い
る
部
分
の
う
ち
、
イ

チ

ョ
ウ
周
辺
の
砂
利
を
除
去
し
、
施
肥
を
行

っ
て
車
の
進
入
を
禁
止
す
る
。

③
枝
が
抜
け
落
ち
た
部
分
（
枝
抜
痕
）
は
、

腐
食
の
進
行
を
防
止
す
る
た
め
防
菌
防
腐

剤
を
塗
布
し
、
発
泡
ウ
レ
タ

ン
等
を
塗
っ

て
成
形
塗
装
す
る
。

④
北
側
（
本
堂
・
庫
裏
方
向
）
に
伸
び
た
枝

▶
吉
祥
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

石
巻
市
指
定
文
化
財

吉
祥
寺
•
龍
泉
院
イ
チ

ョ

ゥ
治
療
事
業
報
告

（
幹
の
付
け
根
で
の
周

囲
約
五
屈
、
長
さ
約
二

五
屈
、
地
上
高
約
八
屈
）

は
、
自
重
で
折
損
し
建

物
等
に
被
害
を
及
ぽ
す

危
険
を
防
止
す
る
た

め
、
支
柱
を
設
置
す
る
。

こ
の
所
見
に
基
づ
い
て
、

枝
抜
痕
と
幹
周
囲
の
腐
朽
部

分
の
切
削
・
殺
菌
消
毒
、
枝

抜
痕
へ
の
発
泡
ウ
レ
タ
ソ
充

填
、
根
元
周
辺
の
砂
利
除
去

t

と
土
壌
改
良
、
立
入
り
防
護
柵
の
設
置
等
の
治

療
を
施
し
ま
し
た
。

治
療
を
行
う
か
た
わ
ら
、
北
側
に
伸
び
た
枝

の
折
損
防
止
用
支
脚
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

支
脚
は
、
枝
の
大
重
羅
を
支
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基
礎
を
築
き
、

鋼
管
四
本
を
使
用
し
た
鉄
塔
状
の
頑
丈
な
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
を
行
う
う
ち
に
、
八
月
八
日

に
抜
け
落
ち
た
枝
の
直
上
の
枝
も
、
折
損
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
ま
で
あ
る
程
度
重
皇
を
支
え
て
い
た
下

の
枝
が
抜
け
落
ち
て
支
え
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、

大
き
な
枝
抜
痕
が
て
き
た
た
め
に
上
の
枝
の
付

け
根
が
枝
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
出
た
こ
と
、
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

止
む
を
得
ず
こ
の
枝
を
中
ほ
ど
か
ら
伐
採
し
、

重
量
を
軽
減
す
る
処
置
を
取
り
ま
し
た
。

二
、
龍
泉
院
の
イ
チ

ョ
ウ

市
内
の
水
沼
字
天
似
に
あ
る
龍
泉
院
の
山
門

を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
左
側
に
、
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ

の
木
が

一
本
立
っ
て
い
ま
す
。

吉
祥
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
が
枝
抜
け
し
た
の
と
同

じ
八
月
八
日
、
龍
泉
院
か
ら
イ
チ
ョ
ウ
の
樹
皮

が
腐
っ
て
は
が
れ
て
い
る
、
と
の
連
絡
が
石
巻

市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
も
、
三
嶋
久
志
氏
に
診
断
し

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

①
粗
皮

（
一
番
外
側
の
樹
皮
）
に
腐
食
が
見

ら
れ
る
が
、
木
の
勢
い

は
良
い
。

②
腐
食
し
た
粗
皮
を
全
て
は
が
し
、
特
殊
な

泥
を
塗
っ
て
ム
シ
ロ
で
巻
く
。

③
根
元
の
周
囲
に
施
肥
を
行
う。

と
い
う
所
見
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
は
が
れ
て
い
る
樹
皮
の

け

ど

除
去
と
殺
菌
消
毒
、
は
が
し
た
あ
と
の
化
士
（
泥

炭
土
）
に
よ
る
被
覆
、
土
壌
改
良
等
の
治
療
を

実
施
し
ま
し
た
。
龍
泉
院
の
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い

て
は
、
木
そ
の
も
の
の
勢
い
が
良
い
の
で
、
あ

ま
り
心
配
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
三
嶋
久

志
氏
の
見
解
で
し
た
。

※
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
吉
祥
寺
•
龍
泉
院
、

三
嶋
久
志
氏
及
ぴ
関
係
者
の
皆
様
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲龍泉院のイチ ョウ



石巻市文化財だより (2) 

樹木診断カルテ

No. 67 樹木医名三嶋久志

診 断 年月日 I平成 6 年 8 月 14 日（日） 天候 睛れ

対象樹木 Iイチョウ c!j!) I名称 吉祥寺のイチョウ 樹齢 350年（推定）

天然記念物 国．県市町村 指定 M.T.S.H 年 月 日

保存樹木 万ロ 指定 M T.S.H 年 月 日

そ の 他 石巻市文化財昭和 55年 12月 10日指定

所在地 石巻市高木字寺前 5 番地

所有 者 氏名 I一方井文章 I住所 I 同上

0形態的特徴

樹 高 I22. 5m I胸高周囲 I620cm I枝張 IE12m W15m S 10m N22m I枝下高 I600cm 

単幹双幹 本立 I根元周囲 I760cm I根張 IE O. 3 m W 1. 0 m S 1.1 m N - I埋根

〇 活力指標

項 目 摘 要 評点

樹 勢 全体に生気がない。 3.0 

樹 形 地上 6mから枝が激しく分岐、逆三角形（杯状）を呈す。 2.5 

枝条・梢端の枯れ 8月8日に東側最下枝が付け根から枝抜け。以前梢端部剪定。 2.0 

枝葉の密度 天空が透けて見える程度で疎である。 3.0 

新梢の伸長量 下枝で15cm程度。 2.5 

葉色 形状 淡緑色。形状は通常の3/4程度。 3.0 

樹皮の色・形状 亀裂の凹凸が一部でなくなり平滑となっている。 3.0 

落 葉 状 況 北側の最下枝で最長枝の部分が他より早く黄葉。 2.5 

萌 芽 枝 幹の凹部からわずかに発生。 2.5 

根系の状況 根腐れは生じていないが、砕石と踏圧により発達が抑制されている。 3.0 

評点計 27点／項目数 10=活力度2.7点 評点： 1 =正常 ~4=衰退顕著

〇 損傷及び腐朽の有無

1部 位 1幹 原因 I枝抜け 程度 I130cm x 70cm x深さ50cm

手当の経過 Iこのほかに腐朽部の凹部(15cmx 10cm x 5 cm)が15箇所ほどある。

0生物的要因（過去の被害歴含む）

項 目 種 類 部 位 程 度

病 害

虫 害

鳥 獣 害

菌 害 材質腐朽苗（サルノコ、ンカヶ茜） 幹の地上20cm lか所 幅20cmX厚さ 5cm 

そ の 他



(3) 石巻市文化財だより

O環境的要因

戸 の土地改変、構造物の有無 I西側にコ ソクリ ート階段、南側にコ ンクリ ート擁壁、北東は砕石駐車場

周囲（半径20m)の植生 マサキ、キャラボク、カヤ、ヒイ ラギ、ジャノヒゲ、 マダケ、草本は除草剤で枯殺。

0土壌 の 状態

 丁―色 I腐植 I土性 I硬度 1構造I石礫 I水
砕石10cm 褐色 乏し埴質壌土固結 堅果状 頻る富む 乾

湿 I根系

少

PH 

〇 管理状況

I 
整枝 ・剪定

以前に梢端部剪定

施 肥 消 毒 工作 物

O総合所見

山門の両側に二本の雌のイチョ ウがたっており、当該木は右側に立つ350年以上 （推定） の老木で、地上 6m付

近から太枝が激しく分岐し、杯状を呈しており、 今回 (8月8日）に東側の最下枝（直径90cm、長さ15m)が幹

から枝抜けを起こしたも のである。抜け痕をみる と周囲15-30cmを残し、中央部はほと んど腐朽していたため、

加重に耐え切れなかったものと思われる。

この抜け痕をそのまま放置する と、雨水の浸透によ り腐朽がさらに進行するので、切削、消毒、填充などの外

科的処理をしなければならない。

また、この老木は樹冠下に砕石が厚さ10cmほど敷かれ、駐車場に利用 され踏圧にさらされるなど、成育環境は

極めて悪化し、さ らに除草剤の施用により樹勢が衰退化している。 早急に樹勢回復処置を講じる必要がある。

北側の最下枝が長さ22mもあるので加重が大きく、折損の危険性も考えられるので、支柱の設置も考慮する。

0対策

① 枝抜け痕の処置

腐朽部を切削 し、高圧洗浄機 （ジ ェットウォー ター）で洗浄 して充分乾燥 した後、防苗防腐剤の トップ ジソM

ペースト を塗布する。次に発泡ウレタ‘ノで填充整形し、表面をパテなどの硬化剤で処理する。 最後にペ ソキで色

彩を整える。

② 幹の周囲に点在する凹部（腐朽部分）の処置

これも上記と同様填充処理を行なう。

③ 土壌改良と施肥

樹冠下が砕石の敷き砂利で固められ、根系の発達が著しく 抑制されている。この敷き砂利 （厚さ10cm)を根系

を損傷しないよ うに、根元から 6-7mの範囲を注意して除去し、そのあとに腐葉土やバーク堆肥などに油粕を

加えた有機物で厚さ 7-!0cmにマルチングする。

さらに緩効性の肥料 （グリ ーソパイル）を面あたり0.5本打ち込んでおく。

① 支柱の設置

北側の最下枝が二股に分かれる部分 （凡そ地上14-15m)を二脚の鉄柱か、鳥居型の鉄柱で補強する。

⑤ 立ち入り防護さくの設置

土攘改良した部分と駐車場にする部分の境に丸太柵を設置する。



石巻市文化財だより (4) 

樹木診断カルテ

No. 68 樹木医名 三 嶋久志

診断年月日 I平成 6 年 8 月 14 日 (B) 天候 晴れ

対象樹木 Iイチョウ c'i?)I名称 龍泉院のイチョウ 樹齢 凡そ300年

天然記念物 国．県市町村 指定 M.T.S.H 年 月 日

保存樹木 方仁コ 指定 M.T.S.H 年 月 日

そ の 他 石巻市文化財昭和 55年 12月 10日指定

所在 地 石巻市水沼字天似 2 5 番地

所有 者 氏名 I泉 孝夫 I住所 I 同上

0形態的特徴

樹高
I 

単幹双幹

ー［竺竺
本立 根元周囲

500cm 

630cm 

枝張 IE !Om W 13m S 13m N 13.4m 

根張 IE w s
 

z
 

枝下高

埋根

700cm 

〇 活力指標

項 目 摘 要 評点

樹 勢 やや正常 2.0 

樹 形 正常 1.5 

枝条・梢端 の枯れ 少なし 'o 2.0 

枝葉 の密度 正常よりやや疎。 2.0 

新梢 の 伸長晨 20~30cm 2.0 

葉色 形状 正常 1.5 

樹皮 の 色 ・形状 内樹皮部分が地上から2.5 m位まで幹周の1/3ほど腐朽している。 3.0 

落 菓 状 況 正常 2.0 

着 果 贔 毎年少ない性質。 2.0 

根系 の 状況 内樹皮の腐朽部分から発根している。 3.0 

評点計 21点／項 目数 10=活力度2.I点 評点： 1 =正常 ~ 4 =衰退顕著

〇 損傷及び腐朽の有無

1部 位 1地上2.5m内樹皮 1 原 因 I腐朽菌の侵入 1程度 1幹周2.2m 

手当 の経 過

0生物的要因 （過去の被害歴含む）

項 目 種 類 部 位 程 度

病 害

虫 害

鳥 獣 害

菌 害 材質腐朽菌（サルノコンカケ苗） 根元付近 2箇所 （地J::.lOcm)

そ の 他



(5) 石巻市文化財だより

O環境的要因

こ の土地改変、構造物の有無 I参道の法面に生育している。直下にU字側溝あり。

周囲 （半径20m)の植生 キヅタ、ジャノヒゲ、アズマネザサ、ほかの草本類は異常無降雨のため枯死。

0土壌の状態

I 

土壌深 士 色 腐 植 土 性 硬 度 構 造 石 礫 水 湿 根 系 PH 

I A層 5cm 暗褐色 含む 埴質壌土 堅 堅果状 富む 乾 多

〇 管理状況

整枝 ・剪定 施 肥

I 
消 毒 工作物

O総合所見

一般に樹皮は外樹皮 （死んだ師部）と 内樹皮 （生きている師部）から成り立っており 、さらにその内側にコル

ク層、コルク形成層がある。このイチョウの場合は、内樹皮が腐朽菌に侵されたもので、放射組織と形成層の交

わった部分から発根した不定根がこの腐朽部分に展開している。したがって外樹皮は樹幹から遊離しているが形

成層に異常がないため樹体は健全である。現在コルク層に亀裂が生じ、樹皮を再生しつつある。

したがって 、 これの処置は 7 ~8 箇所から出ている不定根の地下部への誘導と樹皮の再生力を旺盛にすること

である。

また、ここの士攘は栄養となる腐食に乏しいため有機質による土壌改良を行 う。

0対策

① 遊離している外樹皮を剥皮して、内樹皮の腐朽部分をコル ク層 と根系に傷をつけない ように水と ブラ、ンで洗浄

する。

② 充分乾かした後、防菌防腐剤のトッ プジソMペース トを塗布する。

③ コルク層と不定根を保護するため、露出部分を化士 （泥炭土）で厚さ 3cmに被覆する。

④ その上をムンロ （カマスの解体したものでよい）で覆い、縄で抑える。

⑤ 土壌改良は、 根の周囲 4 ~ 5 mをバーク堆肥でマルチソグする。
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◀
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療
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▶
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の
洗
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◀
枝
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発
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ウ
レ
タ
ン
充
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▶
土
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改
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泉
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し
て
治
療
終
了
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(7) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

▶
第
一
回
文
化
財
め
ぐ
り

乎
成
六
年
度
は
、
文
化
財
め
ぐ
り
を
三
回
実

施
し
ま
し
た
。
第

一
回
は
市
内
渡
波
地
区
、
第

二
回
は
山
形
県
山
形
市
・
尾
花
沢
市
、
第
一
＿一
回

は
、
気
仙
沼
市
方
面
の
文
化
財
を
見
学
し
、
所

期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

募
集
に
際
し
て
は
、
各
回
と
も
定
員
を
大
き

く
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
抽
選
の
上
て

参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
回
文
化
財
め
ぐ
り

渡
波
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

－
流
留
•
渡
波
塩
田
の歴

史
を
た
ず
ね
て
ー

.／

1
 

/
 

月

日

十

月

三
十
日

（日）

講
師
木
村
敏
郎
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

参
加
者

二
十
三
人

午
前
八
時
五
十
分
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
J
R
石
巻
線
万
石
浦
駅
前
を
出

発
。
牡
鹿
の
松
・
垂
水
囲
貝
塚
等
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
ま
ず
塩
田
の
開
発
者
で
あ
る
菊
地

与
惣
右
衛
門
の
墓
所
に
お
参
り
し
ま
し
た
。

流
留
集
会
所
で

「
つ
ぼ
打
ち
唄
」
を
B
G
M

に
、
松
坂
家
に
残
る
万
石
浦
漁
業
争
論
絵
図
を

素
材
と
し
て
、
塩
田
の
範
囲
や
規
模
を
考
え
た

後
、
い
よ
い
よ
昔
の
塩
田
地
域
に
入
り
、
塩
田

跡
地
に
建
て
ら
れ
た
万
石
浦
小
学
校
の
郷
土
学

習
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
塩
田
模
型
や
作

業
用
具
・
写
真
等
を
前
に
、
講
師
の
詳
し
い
説

明
が
あ
り
、
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

し
め
く
く
り
に
鳥
浜
大
明
神
社
を
訪
れ
、
十

二
時
十
分
に

J
R
渡
波
駅
前
で
解
散
し
ま
し
た
。

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

平
成
お
く
の
ほ
そ
道
を
訪
ね
て

ー
尾

花
沢
•
山
寺
の
文
化
財

ー

月

日

十

一
月
六
日
（
日
）

講
師
石
垣
宏
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

参

加

者

四

十
三
名

俳
人
松
尾
芭
蕉
の
生
誕
三
百
五
十
年
（
没
後

三
百
年
）
を
記
念
し
て
、

山
形
県
内
に
残
る
芭

蕉
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

午
前
八
時
二
十
分
に
市
役
所
前
を
出
発
し、

平
成
六
年
度
文
化
財
め
ぐ
り

月

日
嗚
子
町
の
尿
前
の
関
を
経
て
山
形
県
最
上
町
に

入
る
と
、
封
人
の
家
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
芭

蕉
と
そ
の
時
代
背
景
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
吸

収
し
、

山
刀
伐
峠
を
越
え
て
尾
花
沢
市
の
芭
蕉

•
清
風
歴
史
資
料
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、

山
寺
て
知
ら
れ
る
立
石
寺
を

拝
観
し
、
芭
蕉
発
句
の
環
境
を
堪
能
し
ま
し
た
。

お
く
の
ほ
そ
道
の
最
後
は
、
芭
蕉
記
念
館
の
見

学
で
し
た
が
、
帰
り
の
車
中
て
は
、
参
加
者

一

同
す

っ
か
り
俳
人
に
な

っ
た
気
持
ち
で
句
を
詠

む
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
午
後
六

時
―
―
十
分
、
石
巻
に
帰
着
し
ま
し
た
。

◀
第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

十
二
月
十
日
（
木
）

第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

気
仙
道
を
訪
ね
て

ー

気
仙
沼
の
文
化
財
l

▶
第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

講
師
石
垣
宏
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

参
加
者

三
十
四
名

午
前
八
時
三
十
分
に
市
役
所
前
を
出
発
し
た

一
行
の
最
初
の
目
的
地
、
陸
中
海
岸
国
立
公
園

の
名
勝
岩
井
崎
は
、
や
や
風
が
強
い
も
の
の
、

美
し
い
海
原
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

煙
雲
館
は
仙
台
藩
の
重
臣
鮎
貝
氏
の
居
館
で
、

歌
人
落
合
直
文
の
生
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
ご
当
主
の
鮎
貝
盛
益
氏
か
ら

直
接
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
見
学

し
た
リ
ア
ス
ア
ー
ク
美
術
館
は
開
館
し
た
ば
か

り
で
、
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

浮
見
堂
を
車
中
か
ら
眺
め
、
昼
食
後
に
訪
ね

た
観
音
寺
は
延
暦
寺
の
末
寺
で
、
伝
教
大
師
の

不
滅
の
法
灯
を
今
も
と
も
し
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
補
陀
寺
の
六
角
堂
は
、
気
仙
大
工
の
手
に

よ
り
建
築
さ
れ
、
形
式
的
に
も
技
術
的
に
も
貴

重
な
建
築
物
で
す
。
午
後
五
時
三
十
分
石
巻
着
。
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石
巻
市
内
に
は
、
国
指
定
文
化
財
が
二
件
、

県
指
定
文
化
財
が
三
件
、
市
指
定
文
化
財
は
二

十
二
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
約
百
か
所
の

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

（遺
跡
）
が
あ
り

ま
す
。石

巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
文
化

財
が
存
在
す
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
標
柱
や
説
明
板
を
設
置
す
る
事

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
文
化
財
と
し
て
指
定
も
し
く
は
登
録

さ
れ
て
い
る
物
、
土
地
は
、
全
人
類
共
通
の
財

産
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
文
化
財
の

現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
律
や

条
例
に
も
と
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す
。
特
に

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
で
、
土

木
工
事
や
住
宅
建
設
等
を
計
画
し
た
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
石
巻
市
教
育
委
員
会

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
先
祖
か
ら
伝

わ
っ
た
財
産
を
子
孫
に
継
承
す
る
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
私
達
の
世
代
の
文
化
を
子
孫
に
伝
え

て
行
く
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

広
い
視
野
を
持
ち
将
来
の
こ
と
を
十
分
に
考
え

て
、
文
化
財
の
保
護
・
保
存
と
開
発
を
両
立
さ

せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

平
成
六
年
度
は
、
文
化
財
の
説
明
板
を
一一基
、

標
柱
を
三
本
設
置
し
ま
し
た
。
設
置
に
あ
た
り

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

【

説

明

板

】

石
巻
市
指
定
文
化
財

葛

西

椀

安
氷
二
年
(
-
七
七
三）

の
書
上
に
よ
れ
ば
、

坊
沢
山
龍
洞
院
は
大
永
七
年

(
-
五
一
一
七
）
に

大
円
文
誉
和
尚
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
る
。

勅
賜
仏
照
禅
師
大
円
文
誉
和
尚
は
、
中
世
石

巻
地
方
を
支
配
し
た
葛
西
氏
第
十
五
代
当
主
葛

西
睛
胤
の
叔
父
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
龍
洞
院

所
蔵
の
葛
西
椀
は
葛
西
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
葛
西
椀
は
、
飯
椀
•
身
椀
•
菜
椀
の
三

つ
組
と
な
っ
て
お
り
、
秀
衡
椀
と
言
わ
れ
る
椀

類
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
。

秀
衡
椀
は
、
当
初
奥
州
藤
原
氏
時
代
の
発
祥

で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
か
ら
、
藤
原
秀
衡
に
ち

な
ん
で
秀
衡
椀
と
命
名
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
分
布
地
域
が
旧
葛
西
領
で
あ
る
こ
と
、

模
様
に
葛
西
氏
の
家
紋

「
三
つ
柏
」
を
用
い
た

も
の
が
多
い
こ
と
、
民
問
所
蔵
者
の
先
祖
が
旧

葛
西
氏
の
一
族
・
家
臣
で
あ
る
こ
と
等
が
明
ら

か
に
な
り
、
秀
衡
椀
の
製
作
は
葛
西
氏
時
代
に

な
っ
て
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
「葛
西
椀
」
と
呼
ば
れ
る
に
至

っ
た
。

龍
洞
院
所
蔵
の
葛
西
椀
の
材
質
は
、
ケ
ヤ
キ

の
良
質
の
も
の
と
思
わ
れ
、
柾
目
の
立
派
な
材

料
を
使

っ
て
い
る
。
ま
た
十
二
弁
の
菊
と
州
浜
、

源
氏
雲
の
広
が
り
等
の
意
匠
は
か
な
り
簡
略
化

さ
れ
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
形
式
の
か
な
り

文
化
財
標
柱
・
説
明
板
設
置
事
業

I

文
化
財
を
大
切
に

|
|
|
]

し
ま
し
ょ
う

円
熟
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
製
作
年
代
に
つ

い
て
は
、
室
町
末
期
か
ら
桃
山
時
代
と
推
測
さ

れ
て
お
り
、
葛
西
氏
と
石
巻
の
関
係
を
考
え
る

上
で
、
重
要
な
位
置
を
し
め
る
中
世
末
期
の
遺

品
で
あ
る
。

宮
城
県
指
定
文
化
財

鳥
屋
神
社
奉
納
絵
馬

『
奥
州
石
ノ
巻
図
』

し
げ
よ
し

石
巻
は
、
川
村
孫
兵
衛
重
吉
の
北
上
川
改
修

工
事
以
来
、
仙
台
藩
の
江
戸
廻
米
の
基
地
と
し

て
発
展
を
続
け
、
ま
た
南
部
、

一
関
各
藩
の
北

上
川
舟
運
の
基
地
と
し
て
、
同
時
に
東
北
地
方

へ
の
江
戸
文
化
流
入
の
玄
関
口
と
し
て
非
常
な

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

と

や

延
喜
式
内
社
鳥
屋
神
社
の
奉
納
絵
馬

『奥
州

石
ノ
巻
図
』
は
、
当
時
の
石
巻
の
賑
わ
う
様
子

を
蒔
絵
風
に
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

黒
漆
地
に
金
、
銀
、
朱
を
用
い
た
華
麗
な
絵

馬
は
、
港
町
石
巻
の
肖
像
画
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
水
運
関
係
資
料
と
し
て
、
ま
た
美
術
工

芸
品
と
し
て
も
県
内
に
数
少
な
い
優
品
の

一
っ

で
あ
る
。
縦
八
十
六
．
―
―
-
cm
、
横
百
三
十
五

・

五

em
の
画
面
の
中
央
に
北
上
川
と
中
瀬
が
描
き

出
さ
れ
、
河
口
か
ら
入
港
し
、
ま
た
は
停
泊
し
、

荷
役
す
る
二
十
数
隻
の
千
石
船
、
湊
と
門
脇
に

立
ち
並
ぶ
米
蔵
群
や
屋
並
な
ど
の
様
子
は
、
「
数

百
の
廻
舟
入
り
江
に
つ
ど
ひ
、
人
家
地
を
あ
ら

そ
ひ
て
か
ま
ど
の
煙
立
ち
つ
づ
け
た
り
：
・
・:
」

（『
奥
の
細
道
』
）
と
松
尾
芭
蕉
が
記
し
た
情
景

そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
馬
は
、
石
巻
中
町
の
総
若
者
中
に
よ

っ
て
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
八
月
十
三
日
に

奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
会
津
若
松

生
ま
れ
の
蒔
絵
師
•
長
谷
三
吉
衛
門
義

一
で
あ

【

標

柱

】

湊
小
学
校
遺
跡

わ
ら
び

過
去
に
蕨
手
刀
（
六

I
七
世
紀
頃
の
柄
が
ヮ

ラ
ビ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
刀
）
が
出
土
し

て
い
る
遺
跡
で
、
隣
接
す
る
五
松
山
洞
窟
遺
跡

と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

久
米
幸
太
郎
仇
討
の
地

新
発
田
藩
士
久
米
幸
太
郎
は
、
父
の
仇
敵
滝

沢
休
右
衛
門
を
苦
労
の
末
に
探
し
あ
て
、
安
政

四
年
(
-
八
五
七
）
十
月
九
日
、
つ
い
に
こ
こ

祝
田
浜
に
お
い
て
討
ち
果
た
し
ま
し
た
。
文
化

十
四
年
の
事
件
発
生
か
ら
四
十

一
年
目
、
史
上

―一
番
目
に
長
い
仇
討
で
有
名
な
こ
の
久
米
幸
太

郎
仇
討
事
件
は
、
そ
の
後
菊
地
寛
、

長
谷
川
伸

等
の
小
説
の
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

若
宮
丸
遭
難
供
養
碑

石
巻
の
「
若
宮
丸
」
（
八
百
石
積
、

十
六
人

乗
組
）
は
、
寛
政
五
年
(
-
七
九
三）

十

一
月

末
に
石
巻
を
出
帆
し
、
塩
谷
岬
沖
で
暴
風
雨
の

た
め
遭
難
し
て
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ソ
列
島
に
漂
着

し
ま
し
た
。
乗
組
員

一
行
は
、
そ
の
後
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
で
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

I
世

に
拝
謁
し
、
帰
国
を
希
望
し
た
四
人
が
文
化
元

年

(
-
八
0
四
）
九
月
に
、

十
年
ぶ
り
て
日
本

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

四
人
は
、
日
本
人
と
し

て
初
め
て
世
界

一
周
し
た
船
乗
り
で
す
。

る
こ
と
が
、
絵
馬
の
裏
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。



(9) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

昭
和
三
十
七
年
に

「
住
居
表
示
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
昔
か
ら
の
由
緒
あ

る
町
名
が
新
し
い
町
名
に
置
き
か
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
古
い
町
名
は
そ
こ

の
住
民
か
ら
も

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
石

巻
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
名
は
、
私

た
ち
の
祖
先
が
そ
の
土
地
と
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
重
要
な
て
が
か
り
で
あ

り
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
で
す
。

今
、
日
本
各
地
で
は
、
町
名
も
歴
史
的
地
名

で
あ
り
無
形
の
文
化
財
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、

由
緒
あ
る
町
名
を
何
ら
か
の
形
で
保
存

し
よ
う
と
い
う
運
動
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
す
で
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
り
忘
れ
去
ら
れ
た
由
緒
あ
る
町
名

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
古
い
町
名
と
そ
の
由

来
を
石
に
刻
ん
で
建
立
す
る
事
業
を
、
昭
和
五

十
六
年
度
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
六
年
度

は
、
二
本
の
石
柱
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

善

海

田

か
つ
て
は
、
こ
の

一
帯
の
微
高
地
に
集
落
が

発
達
し
、
周
辺
に
は
田
が
広
が

っ
て
お
り
、
そ

ぜ
ん
0

9

の
中
に
善
海
明
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
善
海
明

神
社
は
、
川
口
明
神
社
と
す
る
の
が
正
式
な
名

称
の
よ
う
で
あ
る
。
北
上
川
の
河
口
に
近
い
と

こ
ろ
か
ら
こ
の
名
と
な
っ
た
ら
し

い
が
、
安
永

三
年

(
-
七
七
四
）
の
慶
学
院
書
出
で
は

「
川

よ

し

9

み

ロ
興
志
宇
美
明
神
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
善
海
明
神
社
周
辺
の
広
大
な
地
域
の

ゼ
ん
か
い
だ

地
名
は
、
菩
海
明
神
に
因
ん
で
善
海
田
と
名
付

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（南
浜
町
東
公
固
に
設
置
）

御

所

浦

延
元
三
年

(-
三
三
八
）
九
月
、
義
良
親
王

（
の
ち
の
後
村
上
天
皇
）
と
北
畠
親
房
ら
一

行

は
、
伊
勢

（
三
重
県
）
か
ら
奥
州

へ
の
船
旅
の

途
中
、
遭
難
。
常
陸

（
茨
城
県
）
に
上
陸
し
た

親
房
は
、
親
王
が
牡
鹿
郡
に
着
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
し
て
結
城
親
朝
に
安
否
を
尋
ね
た。

御

所
浦
は
、
親
王
の
仮
寓
に
関
連
す
る
地
名
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

御
所
の
地
は
不
明
で

あ
る
が
、
湊
地
区
の
伝
承
で
は
護
良
親
王
の
流

寓
先
で
あ
る
と
伝
え
、
御
所
浦
に
は
護
良
親
王

の
護
衛
に
あ
た
っ
た
忠
臣
の
家
々

を
祀
る
朝
臣

宮
が
あ
る
。（川

口
町

一
丁
目
朝
臣
宮
前
に
設
置
）

由
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に

旧
町
名
表
示
石
柱
設
置
事
業

▲仮想文化財によ る搬出訓練

毎
年

一
月
二
十
六

日
は
、
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和

二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
法
隆
寺
の
金
堂

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な

り
、
昭
和
三
十
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

文
化
庁
、
消
防
庁
で
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り

に
文
化
財
愛
護
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ

と
を
主
眼
に
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
文
化
財
の
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

石
巻
市
で
も、

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の

趣
旨
を
尊
重
し
、
毎
年
市
指
定
文
化
財
と
そ

の
所
有
者
及
び
地
域
住
民
の
か
た
が
た
を
対

象
に
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平

成
六
年
度
は
、
市
指
定
文
化
財

「葛
西
椀」

を
所
有
し
て
い
る
、
大
瓜
字
棚
橋
の
龍
洞
院

で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
七
年

一
月
二
十
六
日
午
前
十
時
、

乾
燥

・
強
風
の
両
注
意
報
発
令
中、

龍
洞

院
北
側
山
林
か
ら
出
火
し
、

本
堂
に
延
焼

す
る
危
険
が
迫

っ
た
、
と
い
う
想
定
で
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

一―

九
番
へ
の

通
報
訓
練
、
仮
想
文
化
財
に
よ
る
搬
出
訓

練
、
消
火
訓
練
と
、
通
常
の
火
災
と
全
く

変
わ
ら
な
い
真
剣
な
訓
練
が
続
き
ま
し
た
。

龍
洞
院
と
そ
の
檀
家
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
の
か
た
が
た
、
そ
し
て
石

巻
市
消
防
団
、
石
巻
消
防
署
中
里
出
張
所

等
、

多
く
の
か
た
が
た
に
ご
参
加
•
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
午
前
十

一
時
三
十
分
に

訓
練
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第

41
回
文
化
財
防
火
デ
ー

▲放水訓練



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (10) 

宮
城
県
教
育
委
員
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
文
化
財
保
護
管
理
指
導
事
業
（
文
化

財
パ
ト
ロ
ー
ル

）
は
、
遺
跡
の
現
状
や
遺
物
散

布
状
況
の
観
察
等
を
と
お
し
て
、
遺
跡
の
保
護

管
理
を
適
切
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
六
年
度
の
石
巻
市
文
化
財
。
ハ
ト
ロ
ー
ル

は
、
平
成
六
年
―

一
月

一
四
日
か
ら

一
六
日
ま

む
じ
な

で
の
三
日
問
実
施
し
、
一
本
杉
貝
塚
•
狢
坂
山

経
塚
•
青
木
浜
遺
跡
・
ス
ケ
カ
リ
浜
遺
跡
・
出

雲
館
跡
、
そ
し
て
国
指
定
史
跡
沼
津
貝
塚
を
対

象
と
し
ま
し
た
。

一
本
杉
貝
塚

（遺
跡
番
号
6
5
0
4
5
)

所
在
地
石
巻
市
渡
波
字
須
崎
浜

万
石
浦
南
岸
の
海
浜
入
江
に
立
地
し
、
標
高

約

一
2
い
の
畑
地
に
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
貝
殻
に
ま
じ

っ
て
土
師
器
・
須
恵

器
片
が
散
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
貝
殻
・
遺
物
の
散
布
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
過
去
に
製
塩
土
器

片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
製
塩
遺
跡

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

む
じ
な

2

格
坂
山
経
塚

（遺
跡
番
号
6
5
0
7
2
)

所
在
地
石
巻
市
渡
波
字
格
坂
山

猪
坂
山
南
端
の
丘
陵
尾
根
西
端
部
に
あ
る
、

三
基
の
土
ま
ん
じ
ゅ
う
型
を
し
た
塚
で
す
。
直

径
は
い
ず
れ
も
一
―1
三
屈
、
高
さ
は
一
・

ニ
ー

一
•
五
屈
程
度
で
す
。
経
塚
で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
世

1
近
世
の
民
間
信
仰
に

関
係
し
た
塚
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

青
木
浜
遺
跡

（遺
跡
番
号
6
5
0
7
3
)

所
在
地
石
巻
市
渡
波
字
青
木
浜

い
の
と
し

万
石
浦
南
岸
、
女
川
町
猪
落
に
近
い
海
浜
入

江
に
位
置
し
、
標
高
は
約
一
•
五
メ
ー
ト
ル
程
で
す
。

過
去
に
、
土
師
器
・
須
恵
器
片
、
製
塩
土
器
片

が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
製
塩
士
器
片

は
薄
手
の
も
の
で
、
内
側
に
粗
い
ハ
ケ
目
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
青
木
浜
遺
跡
も
、

一
本
杉
貝
塚
と

▶
貉
坂
山
経
塚

3
 

平
成
六
年
度

石
巻
市
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
報
告

6
 

5
 

ス
ケ
カ
リ
浜
遺
跡

（遺
跡
番
号
6
5
0
9
3
)

所
在
地
石
巻
市
狐
崎
浜
字
ス
ケ
カ
リ

狐
崎
か
ら
福
貴
浦
に
通
じ
る
消
蕗
の
南
側
、
海
岸

段
丘
上
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
昭
和
四
九
年
頃

の
道
路
拡
幅
工
事
の
た
め
、
遺
跡
の
大
半
が
消
滅
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、

海
麿
か
ら
土
塵
墨
豆
平
る
こ
と
が
で
き
、

完
全
に
消
戚
し
た
遺
跡
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

出
雲
館
跡

（遺
跡
番
号
6
5
0
8
7
)

所
在
地
石
巻
市
沼
津
字
越
田

沼
津
貝
塚
の
北
約
一
ニ
〇
メ
ー
ト
ル

の
丘
陵
部
に
位
置
し
、た

て

標
高
は
丘
陵
頂
部
で
二
五
悩
程
度
で
す
。
中
世
の
館

く
る
わ

跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
丘
陵
頂
部
の
平
場
や
曲
輪

と
思
わ
れ
る
段
築
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
明
確
な
遺

構
は
確
認
で
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
雲
館
跡
が
あ
る

丘
陵
の
北
端
部
分
は
、
土
取
り
作
業
の
た
め
に
削
平

さ
れ
て
お
り
、
今
後
｀
跡
の
保
存
上
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

沼
津
貝
塚

（遺
跡
番
号
6
5
0
3
0
)

所
在
地
石
巻
市
沼
津
字
出
外

・
字
八

幡
山

昭
和
四
七
年

一
0
月
に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
、
大
規
模
な
貝
塚
で
す
。
中
央
部
を
走
る
道
路
に

よ
っ
て
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
貝
塚
の
保

存
状
況
は
大
変
良
好
で
す
。
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

貝
塚
西
側
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
退
物
は
全
て
縄

文
時
代
の
も
の
で
、
畑
地

一
面
に
散
布
し
て
い
る
様

子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4
 

同
様
、
製
塩
遺
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▶
出
雲
館
跡

◀
沼
津
貝
塚
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石巻市文化財だより

石巻市内所在指定文化財一覧 （平成 7年3月現在）

く国指定文化財 ＞

名称

重要文化財 岩版

史跡 沼津貝塚

員数 I指定年月日

昭 36.2. 1 

昭 47.10. 21 

所在 地

石巻市住吉町一丁目 8-29 

石巻市沼津字出外

毛利 伸縄 文

代

一

縄文～弥生

＜県指定文化財 ＞

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有者 時 代

牡鹿法印神楽 1 昭 46.3. 2 石巻市湊字牧山 I-1 
（代 表）

近 世
桜谷守雄

仁斗田貝塚 1 昭 50.4 . 30 石巻市大字田代浜字仁斗田 縄 文

鳥屋神社奉納絵馬
1 昭 63.11.29 石巻市羽黒町一丁目 7-1 鳥屋神社 近 世

『奥州石ノ巻図』

く市指定文化財 ＞

名 称 員数 指 定 年 月 日 所 在 地 所有者 時 代

多福 院板碑群 88 昭 506 1 石巻市吉野町一丁目 1-9 多 福 院 中 世

（第 1次）

平塚ツナ家文書 739 
昭 51.6. 1 

石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 近 世
（第 2次）

昭 53.4. 1 

旧石巻ハリストス
1 昭 5512.20 石巻市中瀬 3-18 石 巻 市 近 代

正教会教会堂

潮 音 1 昭 55.12.20 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

イ チ ヨ ウ
2 昭 55.12.20 石巻市高木字寺前48 吉 祥 寺

（吉 祥寺）

イ チ ヨ ウ
1 昭 55.12.20 石巻市水沼字天似113 龍 泉 院

（龍泉院）

葛 西 椀 3 昭 56.5 . 18 石巻市大瓜字棚橋168 龍 洞 院 中 世

黒 潮 閑 日 1 昭 56.5. 18 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

石巻市渡波
1 昭 56.12. 19 石巻市渡波字西ケ崎11

（代 表）
獅子風流 津田富土義

漁 夫 像 1 昭 57.12. 15 石巻市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

宝 筐 印 塔 1 昭 6112 1 石巻市湊字牧山5番地 零羊崎神社 近 世

相 輪 棺 1 昭 61.12. I 石巻市湊字牧山 5番地 零羊崎神社 近 世

零羊崎神社奉納
1 昭 61.12. 1 石巻市湊字牧山 5番地 零羊崎神社 近 世

絵馬（白馬の図）

零羊崎神社奉納
1 昭 61.12. 1 石巻市湊字牧山 5番地 零羊崎神社 近 世

絵馬（黒馬の図）

長禅寺「扁額」 1 昭 61.12. 1 石巻市湊字牧山 5番地 零羊崎神社 近 世

銅造菩薩立像 1 平元.7. 31 石巻市渡波字仁田山 2 洞 源 院 古 代

銅造薬師如来立像 1 平元.7. 31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

銅造阿弥陀如来立像 ］ 平元.7 . 31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

銅造観音菩薩立像 1 平元.7. 31 石巻市高木字竹下75 日野孝栄 中 世

木造観音菩薩坐像 1 平元.7. 31 石巻市羽黒町一丁目 1-27 永 巌 寺 古代・中世

木造薬師如来坐像 1 平元.7. 31 石巻市真野字萱原 2 長 谷 寺 中 世

渡波塩田つぽ打ち唄 1 平 4.6. I 石巻市流留字赤坂前 7- 1 阿部亀雄



石巻市文化財だより 伽）

7 技 術 修得 過 程 職能 分 担 過程 同 業者の 組 織

1)小学校高等科を卒業すると親方 本人の技術習得能力に応じて仕事 網師組合（昭和23年ごろ自然に消

（師匠）の家に弟子入りする。期間は5 が与えられ、特に定められたもの 滅した）
職

年から 7年で一人前の網師になる。 はなし冷
人
の 2)その後、 1年間はお礼奉公をす

冒る。（田中氏は 3年で技術を習得した。

特に弟子期間は本人の習得能力で早

儡められる場合がある）

3)一人前の網師になると組合に加

入した。

8 衣食住生活 年中行事 • 生産暦 信仰儀礼・ 禁忌伝承 符丁 ・教え方など 仕 事歌

徒弟奉公は、一般にど • 鋏入れ なし、 テイタ（手板）．設 なし、

の職人も地獄も同じ 正月の早い時期に 計図

であった。経済的に苦 良い日を選んで行 イヤを入れる網に

しか ったから、"盆ん、正 う。網に鋏を入れる たるみを持たせるこ

月に労慟貨金が払え まねをして、神棚に とを言う。

ない場合、親方に金を 塩• 豆を供えて拝む。 3割のイヤを入れる

とりにやられ失敗す • 網が完成した時 ということは10間の

職 ると怒られた。 餅をついてまき、 長さの網を用いて 3

奉公の時、大工などと 網に御神（心）を入 割つまり 3間ゆるめ

人 ちがって、道具がない れるため、神酒を振 て、 7間の長さに網

から寝巻だけを持 っ りかけてお祝いする を仕あ上げる。

の ていった。行った家の 網主もあ った。 ササ•••昇り網の勾配

なかには寒い冬にふ 自分はや っていな ミミ（耳）•••網の両端

生 とんがないのでコザ し、゜ をしヽ う。

にくるま ってぶるぶ クヅ（口）. 1反の網

活 るふるえながら寝た。 の幅、目

私の親方（師匠）はで 数で表わ

きた人だから弟子に す。 1反

苦労はさせなかった。 の長さに

師匠から常に「人にた は定ま っ

よるな」と教訓され、 た長さが

今でもそれをモットー なし 'o

として生きてきた。

， 技術伝承上の問題点 用具類等の収集 ・保存の実態 ・可能性 従来の主要参考文献

網師の需要が減退し、また戸外で 収集は可能である。 明治43年発行宮城縣水産試験場

の地味な労働条件を嫌う青年が増 『宮城縣漁業基本調査報告書』第二巻

そ
え、後継者が育つ見込はない。 昭和7年発行原生閣、長棟暉友著

網そのものの製作は単純な作業 『最新漁拐学』

であるため秀れた設計書さえあれ 昭和50年発行東洋経済新報社

の ば、工場でも網主にでも誰にでも 末広恭雄編集『水産ハソドフマック』

製作出来る。 昭和51年発行『宮城県民俗資料緊急調

査報告』 一谷川（鈴木東行調査）
他 昭和63年発行『牡鹿町誌』上巻

平成 2年3月発行東北歴史資料館

『宮城県の諸職』



糾4) 石巻市文化財だより
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▲ 23間角網略図
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▲角網設計図



石巻市文化財 だより 加）

6 I種 類 I名 称 I用 途 I年間総生産量 I収納保管、商圏、販売方法、決済方法など

定 置 網 I水晶型器械網 Iイワ、ン、サバ、 昭和43年を最後

サケ、 スズキ、 として受注はな

アオ、イカ、夕 し'o

ラ、タイ 、サヨ

リの漁獲

製

品

さけかく

鮭角網 I鮭の漁用

（両口、両落網）

名取閑上方面よ

り受注製作(1人

で）、 5年前は年

間 2 ~ 10把であ

ったが現在は 3
年位おきに受注

落網 1両方向よりの潮昭和50年頃、渥

（両口、両落網） 流がある所に設 美武三郎氏が設

置。イワシ、サ計製作後つくっ

ハ、イカ、アジ、 てし、なし 'o

タラ、サヨリ

など
------------------

落網 I潮流が一方向だ昭和60年頃、渥

（片口、片落網） けの場所に設置 美ー司氏が設計。

イワ、ンなど水晶 田中、渥美武三

型と同じ漁獲 郎氏と三人で製

作、後はやって

し、なし 'o

• 作業小屋、納屋に収納保管

• 昔は青森県八戸市まで出掛けたが、

最近は県内だけ。 田中は名取閑上方

面に 2 月 ~11月まで出稼。

現在は谷川で製作している。

特に名取閑上の網主の受注をうけて

し、る。

・販売方法

田中氏の場合は請負受注で網100間
につき2~2.55人、 1人の賃金は

8500円前後である。材料費、賃金と

共に完成納入時に受け取る。

• 網は一度作ると 6 年~ 9 年（昔は 3

年）もつので、年間の主なる仕事は

網の修理の方が多い。

特記事項・補足説明 ・図解・ 写真添 付 など

細絨翠形晶 プK

‘、、今蛤

ヽ

丑綸

，
 

忙

｀
 

，
 

，
 

で`

 
“心.`

 `

 

，
 

，
 

＇ 
吐ミ吃__,.; ゚生ょら-

*"ヽ 烹迂

I 
---豆"'"以、々+/ぶ,,ふ

: 
- 『宮城県漁業基本調査報告ま』第二巻

明治42年宮城県水産試験場より 一

水晶型器械網

マニ7 8分往

コールタ＿，し染

土
俵
の
牧

2-3 
淀縁！

'"  中古マc58分-,寸
タール染長さ..間～ 5ヽ間

土儀"'貫I

轡木

側木

'"  杉丸径1i寸長さ"尺 7本

注 K 問 （六尺・・J.8m), I尺=10寸=JOO分=30cm

宮城県水産試験場「水晶型器械網側張図」

『沿岸漁業集約経営調査報告吉第 2年度』より

• 谷川浜では 3年入札 (3年 1期で入札で買う）。

大島、前網崎、わす根• かき島・うの根など 5箇所に定置され、杭に網を通し張って上はケ タに張り、ケタに

張った綱をゆるやかにすれば、網が集まるようになり、網の操作は大変簡単で1~2人ででき、朝におこす舟

は一艘でサッバやタナヅキでよい。

一話者、渥美貞司（明38.8. 2生）。昭和51年『宮城県民俗資料緊急調査報告書』

（調査者鈴木東行）より―



訟） 石巻市文化財だより

▲③ ▲④ 

▲⑥ 

（①～⑥は作業小屋の見取図の番号）

▲⑤ 



石巻市文化財だより 釦）

▲スパイキ、ハサミ、ナイフ ▲スパイキを使用して綱をつなぐ

5 . 製作・加工施設
作業小屋・納屋・戸外の空地 ・道路脇・堤防・庭など利用して作業をする。

（雨天や風の強い日には作業小屋を利用）

作業小屋（空屋を利用して材料置場にしていた）の見取図

出窓

材
場

資
置

資材置場

寝具 I道具置場

つなかけ

A ロ

トタン屋根

窓ガラス



伽） 石巻市文化財だより

▲作業小屋で編絹 ①アバリを使用 ▲② ▲③ハサミを使用

▲スパイキを用いて綱の連結をしている

4
 

図解 写真 寸法等にまつわる伝承

道具と用途

製

作

加

工

の

用

具

問尺（ケソジャク） I長さ 5尺(1.5m) 1尺毎に目印（目盛）がつく-----------------------------------------------------
ク レ ヨ ‘ノ I糸に印をつける。 今はサイ ンペソを用いる-------------------------------------------------------------------------

ア バ リ 竹で自作する、網目の大きさにより 各種ある---------------------------------------------

三 ツ 針 I断面が三角形で目の細かい網に用いる---------------------------------------------
ベ ロ ナ シ アバリの一種、太い網用
-------------------------------------------------------------------------

鋏 刃の角度が小さいのは太糸用、大きいのは細糸用-------------------------------------------------------------------------

テ バ コ包丁、市販、本人で自作のもの

I 
-----------------------------

切 出 し握りにトウを巻いて使う

道具入れ Iズック袋。自作

• 長さの基準
ヒ，＇

l間(5尺）= I尋=I.515m 

l反…口 （クヅ）＝幅のこと。百目が標準。 ロ

の目合が100より少ない時には「掛」

を使う。30目（合）の時は30掛。30掛が

l反になる。100掛という例もある。

耳の長さは定ま った長さがない。
1-E-・ ' '耳 ，．． ．． ．一一

口げ綴響
• 網目

カタ

こアパリ先

ロアナ
゜

[
5
0
鱈

り

ら

い
し

を

か

を

い

さ

節

で

も

長

結

ま

と

の

は

節

目

で

）

結

半

ま

の

は

節

合（
 

目

次

節

結

ー

の

］

ら

•

線
・

か

• 目が大きい場合

目合の長さで3寸目、 5寸目 などと言う。

• 日が小さし、場合

網 （地）の長さ 5寸の間に節がいくつあ

るかによ って 8節 ・10節などと いう。



石巻市文化 財だより (19) 

特記事項・補足説明 など 図解・写真添付など

・ ハギ合せる••縫い合わせる。

• ノ‘ヽ グ •ハギ合す。

• メグリ綱・縁網（へりづな）、大敷網では「八

百」 又は「カゴ」という。 こ浮子
• カミクグシ 本来は「さつまざし」という由。

7ハケタ （ケ タ）
メケリソナ

_, ミ通し

・ス ズ ナ・昇り網を安定させるためにオモリの 1 ミ性し
9ミ..

輪を通した網を海底にさげる。 ケ
コ 9 絹
ミ

リ通 ハキ合せ
ミア ミ

ダ
ソ し .;:::=== = == === = === = === = == === ======= == == 

漁網は網地を組み合わせて、その主体である身網
t 身絹

をつくり、 これにへ縁りあ網み（ゴミ 通し）、 へ縁りづ綱な（メグリ
ハキ合せ

ゴミ 直し
メクー，J'/ナ

づ網な）をつけて、いたみやすい網のふちを補強し、こ 足ケダ

れにさらに浮子網 （アバゲタ）や沈子綱 （足ヶダ）
次1子

をつけて、漁網が完成する。

▲ベロナシ（アバリの一種）を用いてメグ リ綱をケタに結びつける（「カ ミクグシ」）



(18) 石巻市文化財だより

従来の綿や麻の網地の結節には、

本目 （ほんめ ・flatknot)と蛙又（か

えるまた，trawlerknot、sheet

bend)の 2種が使われる。本目結節

は編みやすく結び目がかさばらず，

本目 蛙又 4本の脚に平

均に力が加わ¥,/ ¥I る場合は強度

図 2.2 本目 と蛙又 均ーに力がか

かると結節がずれる欠点がある。蛙

又は比較的に編みに くく ，結節がか

さばるが，結節がずれにくいので，

獲物をからませる刺網類は必ずこの

結節で網目が作られている。一方，

合成繊維はその一 つの欠点である

が，結節がゆるんだり，ずれたりし

やすい。そこで，編網上はたいへん

めんどうであるが，蛙又結節をさら

に複雑にしたような特殊の結び方を

用し 、てし、る。

結節

～ 『水産ハソドブック』

ー東洋経済社一
六

▲無結節（上）、無結節網（中）、捩子網（下） ▲パンナイ ロンの束糸

3 I製作・加工の工程（細分の工程に留意） 具体的用具名 用具の使い方• 変遷 • 個人的工夫など

I)網元の注文に応じて設計図を作り、それ 1設計図、間尺（ケノ；；ャク、5尺=L5m)、
にしたがって裁断する。網師が複数の場合、 鋏、小刀、サイソベソ
それぞれに分担した部分の材料を渡す。通常
3人位の網師が協同して作る。

• 昔はクレヨソで網地や綱に印をつけた。
•箱網（イオトリ、落網）昇り網→側網（運
動場）→垣網の/1阻て作るが、どの網から作っ
てもよい。

2)身網、底網共2枚以上の網地の時には「ハギ Iアパリ 、鋏、小刀 （デバッコ）

製|
合せ」（縫い合せ）を行う。 注（補足説明の図参照）
------------------------------------------―1-------------------------------------------s-------------------------------------------

作
3)次にアバ側のハギロに「ゴミ通し」（目の
大きい網）を 1-4段取りつける。
-----------------------------------------

加 I
4)「コ';通し」を ロメグリ綱」に取りつける。

工 5)メグリ綱は 「カミクグソ」によ ってケク.Iアバリ 、ペロナン（アパリの一種）、スバイキ、Iアバ、昔は木製か竹、後にガラス玉。昭和30
（アバケダ）に結びつける。 最後にケダ （ケ 鋏、小刀、浮子 年代末からビニール製に変った。

; [夕）にアバ （浮子）を取りつり戸:.------- ---------- --------------------- _,_ --------- -- ---- - ----------

程
6)同じ方法でアゾケダ側の身網にも 「コ・ミ
通し」を一段つける。つぎに「メグリ綱」と
「アンゲク」の順に結びつける。

．
 

↑
 用

具
7)アノケダは化繊系の網地が軽いので沈む I沈子 (40匁-100匁） l匁=3.757グラム
ように鉛綱を使っているが、さらに 1間毎に
40匁-100匁の鉛の沈子を取りつける。

---------------------------------------,-------------------------------------------<-------------------------------------------くち

8)網の両端のハギロにも 「コ’ミ 通し」をつ
け「メグリ綱」「ケダ」の順に上記と同じよう
な結び方て取 りつける。おも昇 り網の場合、両緑

5間に重りの楡を通した「ス
スナ」をつける。
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- 『牡鹿町誌』上巻より一

闘霞 建

網

▲第四回内国勧業博覧会褒状

▲網師、田中善三郎の作業

2 原材料の名称 原材料の入手方法・経路など 保存状況その他

網糸 I)網地

l 麻 ①結節網 （網糸を結んてつくる。＜蛙又網（とけにくい）

2 槃縄（垣網の目の大きい荒手の 目の大きい網に使う）

素 部分に用いる） 本目網

材 3 絹 ②無結節網 （片撚糸を機械にかけて撚糸を 〈無も結節網

4 木綿（綿糸） つくる生産段階て節をつくる）
ヘ

インド綿を輸入し、国内の紡 じ網

主 績にされ、ついて撚糸にされ、網 ③ラッセル網 （原糸を機械にかけてレース編みのよ うに

た に作られる。 編んで網をつくる。非常にHの細かい網

る 谷川浜では昭和25年ごろより ができる）

素
合成繊維を用いる。 2)網地の入手経路

5 合成繊維 一般に網 （地）の生産地は関西方面と富山県てあるが、

材 谷川浜ではナイロンが2/3、テ 石巻にも製網会社がある。網の仕入れは石巻で行って

ヽ トロンが1/3の割で使用してい し、る。

るが、他にハイクレ（結んでもと

け易し、）・ バ ンナイロン（結んで

もとけにくい）を用いている。

素
網 マニラ麻、•シエロ（今は使用しな 竹、木材は地元、その他は石巻で購入する。

材
い）、化学繊維、鉛入り（鉛線）

沈子鉛製40-90匁 (I匁=3 75 9) 

＾ 浮子 昔は木製、竹を使用。今は化繊系
そ

の
（直径20cmor I尺弱などと言われる）。

他
縫合用糸 昔は綿糸、今はナイロソ系ス

ヽ
パソを使用。製品に巻物と束物とある。

竹、木材
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石巻市文化財だよ り

製作 ・加工の概要

1 . 網元の注文に応じ適した設計図をつくる。

2. 設計図に従って材料を購入準備する（網元が材料を用意する場合もある）。

3. 網を裁断する。

材料が一度に全部そろった時には、箱網→昇り網→側網→垣網の順で作るが材料の関係

でどの網から作っても差支えがない。網の大きさにもよるが通常 3人位の網師が協同し

て作る。

4. 労賃は網地100間 (1問=5尺=l.5m)につき2~2.5 5人で請負い、 1人の作料8500円

前後、製作期問は網の大小、天候等で一定しない。

図③

" 

▲頌徳碑

▲終焉の地の住居 （改造）



石巻市文化財だより (15) 

6 . 網 師

調査
平成 5年 調

7月26日～ 査 宮城県牡鹿郡牡鹿町字谷川浜 職種（技術）名 網大工
期間 7月29日地

話者 田中 善三郎 (75歳） 男 大正 8年 1月25日生

技術伝承者（従事者）の呼称 （通称） 箱師 （家名 ・屋号） なし （その他）

総

観

地域的特色 技術の伝播（系譜関係を含む）・歴史的経緯

谷川浜は一般に裏浜といわれる牡鹿町の北東部、餃浦湾の西南岸に位置し、一見農 戦前、谷川漁民の生活は自営農業に

村のような谷川浜、大谷川浜と磯浜で漁村らしい祝の浜との三集落からなっている。 携わ りながら網組員として定置網漁業

藩政時代の谷川浜は遠嶋随一の浜百姓であったが『牡鹿郡萬御改書上』には「百九拾 の経虐tに参：加し、またその漁獲物を加

八文」の海上高があり「風土記御用書出」には四板船(2艘）•大かっこ船(1艘）•さっぱ工するのが主であったが、一部には網

船 (24艘） • か っ こ船 ( 1 艘） とあり 、 漁船28隻、御役代一貫九百五十文を上納する漁村で 師の賃仕事を兼業する者もいた。この

あった。しかし谷川浜は半島部に深く入り込んだ餃浦湾の深奥に位置する集落である 谷川網師は定置網に糸網を採用した最

ため、こ と漁業に関して薔口部の寄磯浜、泊浜、新山浜よりはるかに不利で、文久二年 初の人である石森善左衛門を祖として

(1862)の「牡鹿郡十八成組潰々 ーケ年出産物井金高大凡見詰調書上」（長沼文書）には、 おり、その発明工夫の技術的側面を分
む 9お

すてに鰹の漁獲高は無く、種別も次の五種だけてある。一塩六ッ魚（八万本）・鱈（千本） 担し、漁業史に残る水晶型機械網を完

赤魚（五千本）•前海鼠（拾五貫）•鮹（三百枚）、金高百弐拾五両三歩弐朱明治十六年成させた技術家集団でもあった。その

(1883)にイワ・ン建網を創業した石森普左衛門が「当谷川浜ハ古来ヨリ陸奥魚地引網セ 後筒伏網や水晶型機械網の普及と共に

ソノミ 、時季に際スレバ鯖群来スルモ捕獲ノ網ナク」（「業務IJ)沿革」）。「当谷川浜ハ古 各討！にその技術を伝え、またその技術

来ヨリ鮭地曳網ヲ使用セルモ未夕建網ノ設置ナカリシガ明治十六年二至り...」(「明治 をも って賃仕事を行い生計の資として

三十一年業務沿革J)と述べている。このような谷川浜の漁業に新風を吹き込んだのが いた。 現在、 定置網漁業は衰退の道を

石森善左衛門である。善左衛門は福貴浦IJ)阿部家より出て石森和吉の養子になった人 たどり 、ま た網も丈夫な化学繊維で作

＾ てある。元来福貴浦は定置網の盛んな大原湾に面し、地先海面にはイワ・ノ筒伏網など られ、網地も機械織り になって網師の
調

査
があるのて、善左衛門は幼少より定置網の漁村で有った人てある。善左衛門は谷川浜 需要も減少 し、谷川では田中善三郎氏

しわし

地
に来て「饂群来スルモ捕獲の網ナク·・・」と慨嘆し、慶応年問(1865~8)に村網を改良し一人だけになった。

て「イワ・ン地引網」を考案したが、この網目の大きい暴網地の地引網は、溝内が浅く、海 網l師の系譜は

職
水の澄んでいる谷川浜の漁法としては適さなかった。「日夜寝食ヲ忘レ深慮」してたど 石森善左衛門ー長老 (3人） 一網師 （親

Iり着いたのか、生地、福貴浦や大原滴を初め表浜一帯て行われていた建網（定置網）の 方...13人）・弟子 (34人）である （注
種

改良移入であった。明治16年(1883)には今までの築と麻糸を半々 に使用した網地を全 ・・ 16~ 1 7ペーシ参照）

" 部糸網に変えて建て込んだところ、イカとイワ・ンの大漁となり八千円という当時とし
技

て破天荒の漁獲高となり村民を喜悦させた。この定置網は日本最初の糸網の定置網て
術
し」 あるという歴史的な意味を持つばかりでなく、最も適した漁法であったから、翌年に

は定置網の本場である表浜にも採用され、十八ケ浜23把までに普及した。後大正八年
等

(1919)より落網に変わった。

一方、善左衛門は半農半漁の谷川浜に一層適した「資本少ニシテ人手ヲ要セス＼又魚

一度入レバ出魚ノ憂ナキ簡単ナル建網ヲ」の着想を得て、明治二十年(1887)には早く

も谷川浜の鷲根に新しい建網を建て込んでいる。これが石森善左衛門の名を不朽のも

のにした水晶型器械網である。この網は善左衛門の合理性と八年にわたる不撓不屈の

努力によ って明治二十八年(1895)に一応完成し、明治三十一年には北は室蘭から南は

宮城郡花淵までの太平洋岸一帯に普及したが菩左衛門はその後も工夫改良を加えた。

谷川浜の漁業は明治十五年(1882)を境として、それまての地引網中心の漁業から定置

網漁業の時代に入り、以後はこの定置網を中心にして発展することになった。しかし

地引網も定置網も漁獲物を均等に紀分する村網かそれに近い網組の経営であるため、

漁業資本家を生み出すこともなく、近代的な資本主義的漁業への発展も見られなかった。
いわし

大正年代から昭和十年頃まては谷川浜は石巻地方の鱗の「カラホン」の特産地とし
なか

て栄えた。渡波の松田、三国などの仲買人が仕入れに来て12月から 2月半ばまで浜の

各家は昼夜も仕事に追われた。



⑭ 石巻市文化財だより

▲ 1. 発酵室 (1階） 2-クロの出荷（熟成味噌） (1階）

▲昭和 7・8年頃初荷 （工場前にて）

6 I 種 類 I 名 称 用 途 年間総生産量

; /米みそ
キッコー山大みそ 家庭用 ---現--在------：----戦--前-----

業務用（加工屋） 150卜‘、/: 120トン／

収納保管、商風、販売方法、決済方法など

赤みそ（発酵みそ） 1キッコー山大みそ I同 上

ヽ＇卜,A・製

白みそ

＾ 醤特級

連I(戦後農林規格）
..... 

上級

標準

L
 

品

150卜‘ノ； 120トソ

その他

さし味用（色なし）

キッコー山大みそ I同 上

キッコー山大しょうゆ I家庭用

キッコー山大しょうゆ I{家庭用

業務用

---------

キッコー山大しょうゆ I{家庭用

業務用

20トン： なし

500kQ ？・

lOOOkQ : IOOOkQ 

800kQ : 800kQ 

薄口（色がない） Iキッコー山大しょうゆ I業務用（缶詰用） I I OOOkQ : 500kQ 

少薩

• 昭和20年頃まで、 市内と周

辺の町や村に販売していた

が、昭和30年代後半から市内、

女川、塩釜、気仙沼、釜石、

青森の水産加工屋 （缶詰用）

に販路を拡張した。極洋捕鯨

株式会社東部支社、塩釜工場

や日本水産女川工場 （捕鯨会

社）などその一例である。し

かし南極の捕鯨禁止により現

在は鴎洋水産株式会社気仙沼

工場のみに販売している。ま

た昭和42年から現在まで杜氏

や従業員の出身地である水沢

（岩手）方面にも販売している。

・販売運搬は先代大輔の方針

である「宅配」 の主旨から昭

和30年頃まで大八車を使用

し、その後「運搬車」（運搬

自転車..自転車の前の荷台に

2斗樽をつける）で運び、現

在トラックを用いている。



石巻市文化財だより (13) 

(2階）

▲ 4. タネキリ機 A2階の西側の室内。2の前にハンキリ桶がある。

とこ

▲ 5. 麹室入口 ▲ 6. 製麹機（床）

▲ 7. 自動製麹機 ... 2階の東側の室内。ベルトコンベヤーと麹室。
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5 . 施設

1 . 昭和37年頃の工場

工場見 取図 山形屋商店

日 和 山
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2 . 平成元年にとりこわす、現在アパート。
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(10) 石巻市文化財だより

一醤油 (1階）

▲2と1

▲ 1. 堪洗い ▲ 2. 堪詰

▲ボイラー ▲貯蔵

T6. ムロ（室）入口（室とは麹室） ▼ 7. 冷蔵室



石巻市文化財だより (9) 

昭和初頭の醸造工程の一部

▲仕込み作業の一部

▲製麹作業の一部（味噌）

[̀
 ▲初荷出発前（市内）

▲仕込み作業の一部

▲仕込み作業の一部（味噌）

▲製麹作業の一部（醤油）

▲搾謬設備と機械場 ▲醒貯蔵タンクの一部



(8) 石巻市文化財だより

2 原材料の名称 原材料の手入方法・経路など 保存状況その他

味 噌

素
大 豆 戦前•• •石巻の米穀・雑穀問屋 （ 日本産 ・満州大豆）

現在 • 宮城県味噌 ・醤油組合から購入 （中国大豆
材

• 米国産）
ヘ

米 戦前・ 石巻の米穀・雑穀問屋 （日本産）
主

現在・•宮城県味噌・醤油組合から購入（日本産・
た

る
今年からタイ産）

素
塩 現在 宮城県塩業株式会社から購入

材
醤油

｀ 
大豆 上記の味噌の場合と同じ。

小 麦 平成元年から半成品、生揚醤油を宮城県味噌・醤油

組合から購入

3
 

製作・加工の工程（細部の工程に留意 ）

製

作

〔米みそ醸造工程〕

戸→精↓選 →浸積 →蒸す7

放冷→ 匿否l 層亙l
↑一ー→［口：□□ ↓ 

I種こうじI ↑ -------+ I塩切りこうじ→混合—>発酵→ I熟成みそI--+製品

直 ↑

大豆→洗浄→浸積→蒸す→煮大豆

加 〔こいくちしょうゆの製造工程〕

ェ I種こうじI ra亘旦
Iしょうゆ粕I

の ↓ ↓ もろみ ／メ きあげ

ェ 圧配→炒麦→冷却→ 混合→製麹→□江］→発酵→I熟成諸味I→ 圧搾→国国

程 ↑
亘戸豆］→加圧蒸煮 → 冷却 ↓ I 

用 1 調整 →火入れ →ろ過 → 製品

具 ァルコロレ添加

• 昔は仕込みは手作業で 1 石に 1 人 、 8 石に 8 人の人手がいる。現在は機械化 （昭和37、 38年頃） 10石でも 2

人位でできる。

、・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 疇・・・・・・・・・・・・・・・・

• 昔の仕込みは一年ぶりを新暦の 11月に始まって 1 月 2 月 3 月と 4 ヶ月間で熟成させる （仕込む）。 機械化 （昭

和37年以降）されてからは常にドヨウの湿度でできるので 1年に何回も仕込み年中やることができる。



石巻市文化財だより

昭和初年の製成場と従業員

▲平成 5年山形屋製成場 ▲六代山形又右衛門

値段の歴史斥）醤油
立ギモ＝一門 七ぷ五五六七 八七八六四三二九

銭奥-+-釣-+-覧t

銭七銭士銭二銭銭七銭七銭二銭六銭二銭四銭九銭四銭：：一銭銭

昭認路路臨認話路路 立大＋ 大正千 大大大 3沃月刃月さ朗`ム
セを和 -和-+-未口和-t-和和和 正正 正 吝

壬年壬年年平年九文年 一年＿ 年ニ年ー年九年八七年 三年千ノ＼ 年千ニキプ年天

釈舌予磨九告干*含千苗氏百-+ニ二 突ニギ曰 百ニ五：：七九百十，、百ギ銭-千究 百卒=夕千況父吉夕柔十習へ父 百究 否五士吉匹四宙 全四七十9，打ヽ平オ六I工

内武門銭十白 九日 ク塁父合豆文含千又／鈴心夕及

盆年七十 器千六年 和Ji.四千和千四年程字年九も七年キセキ年ベ ー年和手年，，，和手年六和示主年4手四年ロ

の.,,.,.,,.の品●""'贔1●"'"'"" "'"りの東...おける年甲均小雌●です.,... ,. 算から 駅●... まて"東汗駐済誓●）, ... ●"  
'""'、 虹より．ただし賢,.,.,,.,., り，"""""""●'，●t全虹員べ、.,,_,よ譴”附妖I山翼ぺ）

(7) 



(6) 石巻市文化財だより

5. 味噌・醤油醸造
平成 5年

調査 8月19日～
調

期間 ―l:I宮城県石巻市門脇町 I-11-16 I職種（技術）名 味噌醤油醸造元

2月26日
地

右:・:;;!);: ↑ 譜関；：：:: 歴:勺経緯

総

観

日本独自の液体調味料である醤油の醸造は、室町時 山形屋は初代喜左衛門が文化年間に出羽国庄内加茂

代中ごろにはじまるとされている。味噌汁も応仁の乱 浦から門脇村に移住、煙草業を営んだ。四代喜左衛門

(1467年）の時につくられたのが最初であり、室町時 は明治の初期から中期にかけて米穀、味噌、木材を商

代には庶民のあいだにも常食として普及されるように

なった。

江戸中期になると、原料確保にめぐまれ、大消費地

＾ への海上交通などの運搬手段の整った地方醤油醸造業
調

い、 かたわら船宿も経営した。 五代大輔にいたって明

治41年、味噌、醤油を専業することになった。大輔は

石巻と石巻周辺の町村に宅配することを立案、実施し、

今日の山形屋の基礎を築いた。

査
が勃興し発展した。 関東では野田・銚子がその例であ

地
る。

多湿で暑からず寒からずと、本場の野田・銚子の風

職
土に似ている石巻は、昔から味噌・醤油醸造の盛んな

種
土地柄、北上川べりには米蔵とともに醤油蔵が立ち並

び、それを運ぶ舟の往き来で活気に満ちていた。

- 大正15年醤油製造者は10人、昭和15年には 8人、現
技

杜氏、下村隆夫は雄勝町出身で杜氏千葉英五郎 （岩

手水沢出身）に師事 した。師の死亡によ って、昭和34

年11月39歳の若さで杜氏になった。師事してから10年

で杜氏になったことは異例の早さである。当時は岩手

県水沢方面から杜氏をふくめて20人~ 1 5人若い職人が

働いていた。現在は 7人 （石巻出身 5人、 岩手出身 2

人）で働いている。 （機械化されたので）。昭和57年、

協同組合30周年記念式典では県知事賞を受け県内最初

の優秀技術者の栄誉を得た。

在は 7人である。
術
'-' 昭和37、38年 （山形屋）新しい機械が入り 1年に何

度でも仕込みが出来るようになった （戦前は 1年に l
等
- 回の仕込みで熟成した）。そ して石巻、女川、塩釜、

気仙沼、釜石、青森方面の水産加工業者に販売を拡大

し、 また極洋捕鯨株式会社東部支社塩釜工場、日本水

産女川工場に出荷し全盛を極めた。しかし南氷洋捕鯨

禁止により現在の出荷は鴎洋水産株式会社気仙沼工場

のみに出荷 している。

1)米みそ醸造工程

：こ竺竺二］→混合→発酵→熟成みそ

製作 ・加工の概要
2)こい くち醤油の工程

種こう じ~ 塩水

炒 麦→混合→ 製麹 → こうじ→ 発酵→熟成→ もろみ

大豆蒸__j い. 7 
圧搾~生揚→調整→火入れ→ろ過
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］ ・・・・・.1 丈 2 尺 5寸

2 ...... 1丈

3 ...... 6尺

4・..... 5尺

5 ...... 4尺 7寸

6 ...... 4尺 5寸

7 ...... 4尺

8 ...... 3尺 5寸

9 ...... 3尺 3寸

酒造用の 6尺樽など
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（注.8寸 5分はツルベの径）
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5. 製作・施設

作業場
壁

台 D D1i 
ロ

硝

道

路

路

道

路

注 パンダイは普通、杉か松であるが

酒や醤油をしめて、しぽる「フネ」の

底板（けやき）をもらってきて使用

ー|」

， 
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▲センで削る

4. 製作加工の用具

▲マワ シカンナで仕上げる

1 : l 荒削り用の内のりを削る「内セノ」

5 
6 } 荒削り用の外のりを削る「外セ‘ノ」

7 ...... 「ナタ」

8 

9 「外セン」

り1「竹セ／」 （竹の肉部を除き削るセノ）

12-・・・・・ 「定木」 （「型」）

13 ・ 「ソトガソナ」（外側の凸凹を削る）

14・・ …「アリカキ」 （底板のフチを削る）

15 ・ ・ ・ 「イレギワ」（底を削る）

ワリガネ（丸太をノコギ

リで切ったものを割る道

具、左側の柄のないもの

には日本刀でつくらせた

ものもある）



石巻市文化財だより (3) 

3 I製作・加工の工程（細分の工程に留意）

I)酒樽
①九太を切って (a)、割って (b)、

荒削り (C)

具体的用具名

a. 大小のノコギリ
b. ワリガネ
c. 内セ ン、外セン

②―ヶ 月屋根に重ねて乾燥してか カソナ、定木（型）、タル台、正直台、
ら脇を削る Iハラ板、ウマ

③底板とフタを作る (a)
クガでしめて仕上げる (b)

a. ソコマワス台、円形をとる定木（コ
ソバス）、ナタ、竹ハケ（水をつける）、
七ン、マワ、ンカンナ

b.'ンメ木とサイ槌、イレギ ワ（底板

用具の使い方・変遷• 個人的工夫など

のフチを削る）（写真参照） 1 ・昔は半径を板片に出し、中心をキリ

で止めて、円を描いて形をとる。
・ 旧の 2 日•••初売の日に間に合うよう
に新正月に樽（酒樽、みそ樽）作り

製,_________ ----------------------------- --------------------------------------___ ,_ ------------------------------------------

作 2)みそコカ I大体、酒樽と同じであるが道具が大き
①酒樽とちがう点は板目 （イタメ ） くなる。

に割る（塩水を通さないように）

の作業で多忙である。初売の朝は酒
屋に行って初売り配達を手伝う。

加 ・-------------------------------------------』--------------------------------------- ------------------------------------
②乾燥は風にあたるので下にほす。

工 脇をと ってア ワセグチを竹クギ
でとめる

--------------------------------___________ ,_ ------------------------------------------
工 ③酒樽と同じ
程――----------------------------------------------------------------------------------__ , ______________ -----------------------------

3) オハツ （小さな桶など） lノコギリ
・ ①桶によって、高さがちがうから、
用 高さに応じて丸太を切る。

-----------------------------------------------------------------------------------___ , ___ ----------------------------------------

具 ②割る lワリガネ

③荒削り 内セ ソ（内側を削る）外セ‘ノ（外側を削る）

④定木（型）に合わせてカ ソナで削る Iカソナ、定木（型板）
-----------------------------------

⑤タカクギ（竹クギ）でアワセグ
チを合わせてつなぐ

-------
のり

⑥アワセグチを糊 （御飯をねった
もの・今はボンドを用いる ）を
つける

⑦立てて底板に合せ、丸カンナて I内マ ル（カソナ）、 外マ ル（カンナ）
削る

....................... 

⑧クガをかけて仕上げる。

▲コ ンパスで円をか く ▲ナタで荒削り ▲竹ハケで水をつける
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原材料の名称 原材料の入手方法 ・経路など 保存状況その他

酒 樽

素

材

（

主

士

る

素

材

）

味噌コガ

風呂桶

オハツ類

杉

杉

杉か檜、今は青森シバ

サワラ

この地方のものを用いる。材料を吟味する時は秋田杉

を用いる。

同 上

桶専門の材木屋か、普通の材木屋から割れるものを

よって買ってくる。よく割れるか、割れてないかを見

分けるにはIO年以上の修業がいる（フ・ンはよける）。

同上、アカダの桶は上等である。風呂はふしがあって

もよし'o

凛い地方のがよい。特に上等なものは長野県のもので、

ふしなしである。

（生木を買って割って乾燥させる。屋根いっぱいに

井ゲタに組んで208以上かわかす。 ） 

• 樽 とはフタのあるものを言う

• ふしは風呂桶以外は用いない
アカダ（赤ダ）

ンロダ（白ダ）
吟味したものはアカダだけを用

いる

味噌コガなど塩水を使用する

ものは、板且（イタメ ）を用いる。

板且は塩水を通さない。水の使

用する桶は柾甘 （マサメ ）を使用

する。 ！邑 長 （イ板夕目メ）

素
材
（
そ
の
他
）

タガ材の竹 カラダケの生竹 竹の切る期間は秋の彼岸より春の彼岸まて、特に寒に

切るのが一番よいとされている。 3年後に再び切る。

▲湯桶 （径 ..4寸8分 ・材料 サワラ）

・-..c.:._ . 

｀`` 
.. 箪 ..  

▲酒造用桶 （径…左より 4尺5寸 、 3尺7寸 、 2尺4寸 • 材料…杉）

▲酒造用桶 （径..3尺 8寸 ・材料…杉）
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諸職関係民俗文化財調査報告書(2)

石巻市文化財保護委員鈴木東行

4. 桶屋

調査
平成 5年 調

期間 け贔-=宮城県石巻市門脇町 l丁目 8の13 I職種（技術）名 桶屋

話者鈴木庄太郎 (73歳） 男 大正 9年 3月12日生

すず し’’

技術伝承者（従事者）の呼称 （通称） タガヤ （家名・屋号） 家名•••鈴庄桶屋・屋号•••マルタ

総 I
観

地域的特色 技術の伝播（系譜関係を含む） ・歴史的経緯

天明 8年 (1788年）の『東遊雑記』には「石巻は奥 桶屋（タガヤ）の技術には、大別すると閃笏づくり

州第一の津湊にして、南部 ・仙台の産物この地へ出て の技術（酒造業用の 6尺樽作りなど）と 、小物づくり

江戸に積み、大坂に廻る、ゆえに諸国より入船数多に の技術（オハツなどをつくる）がある。鈴庄桶屋（マ

して繁昌の港なり...」とある。 ルタ）は小物づくりも大物づくりも両方できた。湊方

石巻は江戸時代以来、陸前北部の町方として、周辺、 面の加工業用の桶職人は小物づくりの技術は上手でな

浜方、陸方の政治、経済、文化の中心として栄えて来 い。

＾ た。したがって町方、浜方、陸方の人々に生活用品を
調

鈴庄桶屋の系譜

査

地

職

種

供給するために各種の諸職も盛んであ った。

戦前は生活用具として各種の桶の需要が多く、門脇

町一丁目 （約300軒、現在の100戸）だけでも、店を出

鈴木源兵衛(-代目 ）→庄之助 （二代目、養子） →

庄治郎 （三代目）→庄太郎（四代目 ）

特に三代目の庄治郎の桶つくりは名人と言われるほ

したタガヤは 3 軒、職人も 7~8 人いた。大きな酒造 ど上手であった。また技術の内容は各家で少しづつち

業店には、タカ職人が住みこみで働いていた。 がっていた。

鈴木・武山• 毛利• 山形・木村屋などの味噌・醤油 現在は庄太郎氏は桶屋はやっていない。

- 醸造業の店を一軒か二軒もてば食いは゜ぐれなく暮らす
技

ことができた。
術
LJ  また石巻港は明治から大正にかけて漁業近代化 （漁

船の動力化、漁具の工業製品化）の中心の漁港として
等
- 栄え、水産加工業も盛んであ った。したがって水産加

工品を入れる桶屋も湊、渡波地区で栄えた。

終戦後、酒造業者は、ホーローを用い、昭和35年頃

から化学製品の容器が出廻り桶類の需要は激減した。

現在、店を出している桶屋は殆んど見られなくな った。

オハツなどの小さな桶の場合

I. 乾燥した丸太を切って、ワリガネで割る。

2. タテギの荒削（外セン、内セ‘ノを用いる）

製作・加工の概要
3. 定木（型）で合わせながらカソナをかける。

4. タカくぎ（竹くぎ）でアワ七グチを合わせつなぐ。

5. アワセグチに糊 （御飯をねってつくる。今はボンド）をつける。

6. 立てて底板を合わせる。

7. タガをかけて仕上げる。
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